
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

建設事務所と連携し、継続的な契約ができる人材の確保に努める。

目標に対

する成果

の状況

道路情報モニター配置数が未達成であった。

道路情報モニターの高齢化により継続的な契約が困難になっている。

 概算事業費（B（A）+C） 168,892 172,429 183,737

15,037 15,037

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 0

0

概　算

人件費

1.90 1.90 1.90

15,724

153,168 157,392

Aの

財源

171,349 168,700

56,257 54,847 54,847

0

0 0 0

112,960 116,502 113,853

0

・トンネル非常通報電話、道路情報板、総合道路情

 報システムの回線使用料

57,914

３　道路防災施設等保守点検委託 直接

補正予算 0 0

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

道路情報モニター配置数

成果目標の達成状況

項目 H26末

70名

111,166

（当初） （決算） （当初）

１　道路情報モニター 直接

・異常気象の通報や通行規制等を行うため道路情

 報モニターを配置

2,910 2,796 2,850

５－２　暮らしを支える道路網の整備 実施期間 S27 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

道路災害による事故防止強化対策実施要領

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 11 03 02 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 道路情報費道路情報費道路情報費道路情報費
担

当

課

部局 建設部

課・局・室 道路管理課

・道路情報モニターの配置により、異常気象時に迅速な対応をとり、安全で円滑な道路交通を維持する。

・道路防災施設等の保守点検を行うことにより、非常時に適切に機器を作動させ、安全な道路環境をつくる。

・道路交通の安全と円滑化を図るため、異常気象時に通行が危険な道路に、道路情報モニターを配置している。

・非常時に適切に作動するよう道路防災施設の保守点検を委託している。

２　トンネル非常通報電話等回線使用料 直接

171,349 168,700

合計（A) 169,217

67名

29年度

0 0

当初予算 169,217

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

H28 H29

合計 171,349 157,392

70名 67名 未達成 70名

168,700

・異常気象時に、通行規制を適宜・適切に行い、被災車両等の発生を予防する。

・道路防災施設の管理を適切に行い、道路利用者の安全を確保する。

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

47,080 54,684

・道路防災施設、道路情報板、雨量計の保守点検

 委託

110,525 107,516

施策展開


